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Model PM-13S2 / PM-15S2 取扱説明書 


Integrated Amplifier 



& 記号は禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中やお傍に具体的な禁止内容(左図の場合は分解禁止）が描かれています。 

♦記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場合は電源プラグをコンセントから抜く）が描かれています。 

A 記号はを意を促す内容があることを告げるものです。 

図の中に具体的な注意内容(左図の場合はホ旨をはさまれないように注意）が描かれてし、ます。 


A 

壁化 

音口 


♦万一、煙が化ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のまま使用ずると火災'感電の原因 
となります。すぐに本磯の電源スイ、ソチを切り、あず電源プラグをコンセントか6抜いてください。 
煙が化なくなるのをお認して販売店に修理をご依頼ください。 

• 本機の開□部などから内部に金属類や燃えやずいものなどの異物を差し込んだり、落し込んだり、 
水を入れないで<ださい。火災-感電の原因となります。特にお子様のいるごを庭ではごを意く 
ださい。万一、本機の内部に水や異物が入った場合は、まず本磯の電源スイッチを切り、電源プ 
ラグをコンセントか6ホいて販売店にご連絡ください。そのまま使用すると义災-感電の原因と 
なります。 


A 

處 

電源プラグをコン 
セントからがく 



接触曾止 


• 電源コードの上に重いものをのせたり、電源コードが本機の下敷にな6ないようにしてください。 
電源コードに傷がついて、义災'感電の原因となります。電源コードの上を敷物などで覆うこと 
により、それに気付かず、重い物をのせてしまうことがあります。 

♦電源コードを傷つけたり，化工したり、無理に®げたり、ねじったり、引っ張ったり、熱器具に 
おづけて力□熱したりしないでください。コードが破損して、义災•感電の原因となります。 

• 電源コードが傷んだ6(な線の露化、断綜など）販売店に交換をご依頼ください。そのまま使用す 
ると火災-感電の原因となります。 

♦万一、本機を落したり、キャビネットを玻損した場合は、本機の電源スイッチを切り、電源プラ 
グをコンセントか6抜いて販売店にご連絡ください。そのまま使用すると火が-感電の原因とな 
U ます。 

♦電源プラグを抜く時は、電源コードを引っ張6ないでください。コードが傷つき、义が•感電の 
原因となることがあります。をずプラグを持って抜いてください。 

• 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となることがあります。 


I雷が鳴り化した6、電源プラグには触れないでください。感電の原因となります。 


A 


• 本機に付属している電源コードのみ使用してください。化の機器の電源コードを本機に使用しな 
いでください。また、付属の電源コードは本機 W 外には使用しないでください。電流容量などの 
違いにより义災-感電の原因となります。 


安全上のごを,1 


ご使用の前に、この「安全上のごを意」をよくお読みになり、正しくお使いください。 
お読みになったあとは、いつでも見られる場所に保証書と共に必ず保管してください。 


絵表示について 


この「安全上のごを意」は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害をホ 
然に防止ずるため、いろいろな絵表示をしていまず。内容をよく理解してから本文をお読みください。 


A 警告 
A ミま意 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 t または重傷を 
負う可能性が想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性 
が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示し 
ています。 
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A 

警告 

• 風呂場や窓ぎわで雨などがかかるおそれのある所等の水滴がかかる場所では使用しないで < ださ 
い。义災' 感電の願となります。 

水場での使巧 禁止 

♦本機に水が入ったり、め5さないようにごを意ください。义災•感電の原因となります。雨天、 
降雪中、 海唐、 水辺での使用は特にご注意<ださい。 

♦表示された電源電圧(巧流100ボルト） W かの電圧で使用しないでください。义災-感電の原因と 
なります。 

• 本機を使用できるのは日本国内のみでず。電源周液数は 50 Hz 地域または 60 Hz 巧域でご使用で 
きます。船舶などの直流の C ) 電源には接続しないでください。义《の原因となります。 

♦本機の開□部をふさがないでください。開□部をふさぐと内部に熱がこもり、义がの原因となり 
ます。本磯には、巧部の温度上昇を防ぐため、ケースの上部や底部などに開□部があけてありまず。 
次のような使いちはしないで< ださい。 

•本機をあお向けや横倒し、逆さまにする。 

(V 1 •本機を押し入れ、専用のラック W 外の本箱など風通しの悪い狭い所に押し化む。 

V . y •テーブルク□スをかけたり、じゅうたん、布団の上において使用する。 

•本磯の上に物を置く。 

♦本機の上にろうそく等のがが発生しているものを置かないでください。 

义巧の原因になります。 

♦本磯の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの人った容器やかさな金属物を置か 
ないでください。こぼれたり、中に人った場合、义炎•感電の原因となりまず。 

♦エアコンの下に置かないでください。エアコンか6水滴が滴下した場合、ミち損-故障•义災•感 
電の原因となります。 

\ ♦本機の裏ぶた、キャビネット、カバーは絶対外さないでください。内部には電圧の高い部分があり、 
1 J 感電の原因となります。内部の点お-整備-修理は販売店にご依頼ください。 

• 本機を改造しないでください。义災-感電の原因となります。 


广 s , 

A 

を意 

♦オーディオ機器を接続する場合は、各々の機器の取扱説明書をよく読み、電源を切り、説明に従っ 
て接続して<ださい。また、接続は指をのコードを使用してください。指定じ(かのコードを使庙 
A したり、コードを延長したりすると発熱しやけどの原因となることがあります。 

/|\ • 電源を入れる前には、音量(ボリューム）を最小にしてください。突然大きな音がでて聴力障害な 

/ • \ ；の原氏]なる r > ザあります。 

参長時闇音が歪んだ状態で使わないでください。スピーカーが発熱し、义がの原因となることがあ 
ります。 

参電源のスイ、ソチを切っても電源か6は完全に遮断されていません。 

万一の事故防止のため、本製品を電源コンセントの近くに置き、すぐに電源コンセントか6プラ 
グを抜けるようにしてご使用ください。 

mSTl • 旅行などで長期圍、この機器をご使用にな6ない時は安全のためあず電源プラグをコンセントか 
らおいてください。 

♦ お手人れの樹肢をのため電源プラグを]ンセントから抜いてわてください。 

'‘ントから扭< ♦移動させる場合は、電源スイッチを切り、あず電源プラグをコンセントか6おき、機器間の接続 
コードなどか部の接続コードを外してか6行ってください。コードが傷つき、义が•感電の原因 
となることがありまず。 

• 調 S 台や力□湿器のそばなど'油煙や湯気が当たるような場所や湿気やほこりのをい場所に置かない 
でください。火が' 感電の原因となることがあります。 

• ぐ6ついた台の上や傾いた所など不安定な場所やお動のある所に置かないでください。巧ちたり、 
倒れたりしてけがの原因となることがありまず。 

参次のような異常に温度が高<なる場所に放置しないでください。キャビネ、ソトや部品に悪い影響を 
ちえ、义がの原因となることがあります。 

• 窓を閉めきった自動車の中 
(X1 •直射0光が当た5場所 

• 义や暖房器具など熱を発生する機器の近く 

♦本機の上に重いものや外巧か6はみ化るような大きなものを置かないでください。バランスがくず 
れて倒れたり、落下して、けがの原因となることがあります。 

• 本機の上にテレビやオーディオ機器などを載せたまま移動しないでください。倒れたり、巧下して、 
けがの原因となることがあります。 

•本機にまったり、ぶ6下がったりしないでください。特にお子様じはごを意ください。倒れたり、 
こわしたりして、けがの原因となることがあります。 

♦已年じ一度くらいは機器内部の掃除を販売店などにご相談ください。 

• • 機器の内部にほこりがたまったまま、長い圍掃除をしないと义災や故障の原因となることがあり 

ます。特に、湿気のをくなる梅雨期の前に斤うと、より効ま的です。なお、掃除費用については 
ス目読脱どじご欄ください。 
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このをはマランツ製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 

本製品をご使巧いただく前に、この取あ説明書をお読みいただき、正しくお使いください。 
お読みになった後は、 r 保証書」とともに大切に保管してください。 


■ 付属品の確認 

ご使用の前に下記の付属品がそろつていることをご植認ください。 


•リモコン . 1個 

. 電池(単 4). 2個 



• 電源コード . 1本 

• 取扱説日月書(本書） . 1冊 

• 保証書(箱に貼付） . 1枚 
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本機の特長 


上級機 PM-11S2 で巧った最新の技術を導入し PM-15S2 が 
誕生しました。その PM-15S2 に八イグレード部品をお人し 
更に磨きをかけたのが PM-13S2 です。 

参 HDAM - SA 3 モジュール 

電流帰還型アンプの要となるアンプモジュールで> 最重要部 
である電圧-電流変換部に搭載し回路の安を度を向上させ八 
イスピードサウンドを支えまず。 

参コンスタント•カレントフイードバック- 
フオノイコライザー 

可聴帯域内における電流帰還量を一をにするちまの MC/MM 
対応フオノイコライザーアンプです。このち式はノイズ感が 
少なく全帯域にミ度り非常にスムーブなサウンドを実現します。 

参リニアコントロール.ボリューム 

MAS 社の MAS61 16と反転 NF 型電流帰還アンプと組み 
合わせたボリュームコント□ールアンプでず。アンプ部は 
HDAM-SA3 と HDAM-SA2 を組み合わせたフルディスクリー 
卜構成でず。 

参 CD ダイレクト入カバッファーアンプ 

スーパーオーディオ CD の高音質をダイレクトに伝をするた 
め、人力端すの直おじ HDAM-SA2 を使った人カバ、ソファー 
アンプを装備しました。 

参 V / I サーボ方式電流帰還型パワーアンプ 

.1. パワーアンプの巧を度を更に高めるため、化カオフセット電 

を 圧の変動を電流に変換し電流モードで補正ずる V/I サーボち 

式を開発しました。 V/I サーボ方まは音質と安を度を両立さ 
せた新方式です。 

参 F . C . B . S . 

最大で4台までの PM-13S2 もしくは PM-15S2 を F.C.B.S. 
接続し連動動作させることができまず。2台でコンプリート 
バイアンプ、3台で 5.1ch マルチチヤンネルなど可能性が広 
がります。 

参パワーアンプ.ダイレクト.イン 

この機能を使うと本機はパワーアンプとして動作します。フ 
□ントパネルのボタンで ON/OFF できますので AV 巧遠への 
発展わ巧能です。 

参二重シールド.トロイダルトランス 
参ダブルレイヤードシヤーシ 

が下は PM -15 S 2 に比べて PM -13 S 2 がグレードアップし 
ている項目です。 


ご使用の前に 

V_ 

ご使用いただく電源電圧-周波数 


• 電源電圧は、交流100Vをご使用ください。 

• 電源周波数は、 50Hz 地域または 60Hz 地域でご使用できま 
ず。 


設置に ついての ごミ ま 意 _ 

本機をホ7了くくご使用いただくために、次のような場所には設 
置しないでください。 

• 直射日光が当たる所 
• 暖房器具など熱を発生する機器におい所 
• 湿気のるい巧や風通しの悪い戸斤 
• ほこりのをい所 
• 振動のある所 

• ぐ6ついた台の上や傾资のある不安をな巧 
• 窓ぎわで雨などがかかるおそれのある所 
. アンプ等の発熱の多い機器の上 


放熱のため，本機を下図の适りに壁や他の機器等か6離して 
設置してください。 


xWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWW 


左側で 20 cmJ ^ ソ上 上で 20 cmJ ^ ソ上 右側方 20 cmi ^： i 上 


◎ ◎ ◎ 





■ 上に物をのせない 

本機の上に物をのせないでください。届風ををふさぐと事故 
や故障の原因になりまず。 


参銅メッキシャーシ 
参 5 mm 厚アルミトップカバー 
参大容量ブロックコンデンサ 
参大容量二重シールドトランス 
参 スター キャップコンデンサ 


■ A 高温を意 

使巧中および使用直後は、操作部、後面接続端す部と J 外の部 
分は高温になっているので手を触れないでください。やけど 
の恐れがあ U、 危険です。 

特に高温を意マークのある面及びその周辺は高温になります 
ので給対に触れないでください。 
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ご使用の前に 


リモコンの使用について 


■ リモコンに電池を入れる 

付属のリモコンを最初にご使用になる前に> リモコンに電池 
を入れてください。 

付属の電池はリモコンの動作確認用でず。 

1 . 電池カバーをはずします。 

2 . 電池を極性表示(©プラスと©マイナス）にを意し、表 
示通りに正しく装着します。 

3. 電池カパーを元に戻します。 



電池の取扱いについて 

電油を誤って使用すると、あわれや®裂、腐食などにより> 

义災、けがや周囲をミち損ずる原因となることがあります。 

W 下のを意をよく読んでご使用ください。 

• 電油のプラス©とマイナス©の向きを機器の表示届り正 
しく人れてください。 

• 電池は同じお状のわのでも電圧の異なるものがありますの 
で、指定じ(外の電池は使用しないで<ださい。また、新し 
い電池と古い電池を混ぜたり、種類の違う電池を混ぜたり 
して使用しないでください。 

• 電池は充電しないで<ださい。 

• 電池はお子様やかおの手の届かない場所に保管して< ださ 
し、誤って飲み込んでしまった場合は，ただちに医師の診 
断を受けてください。 

•電池は金属性のボールペン、ネックレス、コイン、へアー 
ピンなどと一緒に携帯、保管しないでください。 

• 長期闇 （1 ヶ月上）リモコンを使用しない時は、電池の液 
もれを防ぐために電池を取り化しておいてください。もし、 
電池があわれを起こした時は、素手で巧にさわ6ずに、ケー 
ス内に付いた巧をよく拭き取ってからおしい電池を人れて 
<ださい。この際、巧が皮膚やを服に付着すると义傷する 
おそれがありますので、取あいには十分ごを意<ださい。 
誤って液が付着してしまった場合は、ただちに水道水で洗 
ミきし医師の彰断を受けてください。 

•電池は力□熱したり、分解したり、乂や水の中に人れないで 
ください。 


■ リモコンの動作範囲 

リモコンによる本機の操作可能範囲は下國のとおりでず。 



リモコン 


参使用上のを意 

•リモコンの受光部に直射日光やインバーター壁光ななどの 
強い光を当てないで<ださい。リモコンが操作できない場 
合がありまず。 

• リモコンを操作すると、ホ外線で操作ずる化の機器を誤動 
作させることがありまずのでごを意ください。 

• リモコンとリモコン受信部の圍に障害物があると操作でき 
ません。 

• リモコンの上に物を置かないでください。ボタンが押し続 
けられた状態になり、電池が消耗してしまうことがありま 
す。 


• 不要になった電池を廃棄する場合は> テープなどで絶縁 
をし、お住まいの巧ち自治体の指示(を例）に従って処 
理してください。 

• 電池は义のそばや直射日光のあたるところ、炎天下の車 
内、熱器具の近くなど高温の場所に置かないでください。 
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各部の名称 

v . _ 

前面 



① INPUT SELECTOR つまみ 

再生/録音する入カソースを選択ずるつまみです。 
違択した入カソースはディスプレイに表示されまず。 


⑧ ATT ボタン 

音量をワンタッチで減衰させるボタンです。減衰量の設定の 
しかたは19ぺージを参照してください。 


③ D 旧 PLAY ボタン 

ディスプレイおよびイルミネーションランプを点な/消灯さ 
せるボタンです。 

イルミネーシヨンランプの設定のしかたは19ぺージを参 

照してください。 


(D VOLUME つまみ 

音量を調整するつまみでず。音量はディスプレイに表示され 
ます。 

パワーアンプダイレクトモード時は、音量を変えることはでき 
ません。 


⑤ TONE ボタン 

卜ーンコント□ールつまみで調整する機能を ON / OFF させる 
ボタンです。 

④ SPEAKERS ボタン 

後面パネルの SPEAKER SYSTEMS 端すに接続されている 
スピーカーの化力を ON / OFF ずるボタンです。へ、ソドホンを 
お使いになるときはこのボタンでスピーカー化力を OFF にし 
てください。 

⑥ 表示部 

逞択した入カソースをや音量および設定状ミ兄を表示しまず。 

⑥ PHONO MC ボタン 

PHONO イコライザーの設をを MC または MM に切替えるス 
イッチです。 

お使いになる力ートリッジのタイプに合わせて正しく設定し 
てください。 

⑦ P . DIRECTIN ボタン 

このボタンを3秒 W 上押すとインジケーターが点なし、本機 
はパワーアンプとして動作します。 

このとき、 VOLUME つまみを回しても音量を変えることは 
できません。 

パワーアンプダイレクトモードを紹除ずる場合は、もう一度 
このボタンを3砂と J 上押してください。 

7ぺージの© P.DIRECT IN 端すも参照してください。 


⑩イルミネーシヨンランプ 

スイ，ソチボタン部を青い光で照6しまず。 DISPLAY ボタン 
を押して点な/消灯を切り替えることができます。 

イルミネーシヨンランプの設定のしかたは19 ページを参 
照してください。 

⑩卜ーンコントロールつ まみ （ BASS 、 TREBLE ) 

低音旧 ASS ) と高音 ( TREBLE ) の音質を調整するつまみです。 
低音と高音はそれぞれのつまみを時計ち向に回すと強め6れ、 
反時計方向に回すと弱め6れまず。 

TONE ボタンが 0 FF のときは、音質を調整することがで 
きません。 

@ POWER ON / OFF スイッチ 

電源を ON / OFF ずるスイ、ソチです。スイッチを押すと電源 
が ON になり、ディスプレイの青いインジケーターが点なし 
ます。もう一度スイ、ソチを巧すと電源が OFF になりまず。 

® 赤外線受光窓 

付属のリモコンか6ちられるコント□ール信号を受光する窓 
です。 

沼) PHONES 端子 

ステレオ標準プラグのへ、ソドホンを接続する端すです。 











































各部の名称 


表示部 



吸電源インジケーター 

電源が ON しているときに青く点なしまず。 

饭ディスプレイパネル 

電源 ON ずると、お3秒園は設定された ID 番号を表示します。 


その後、上段には入カソースをが表示され、下段には音量を 
表示されまず。音量はミ威衰量(単位 dB ) で表示されます。 


パワーアンプダイレクトモード時は，音量を変えることはで 
きません。 


VOLUME インジケーター音量表示 


最大 


本体 VOLUME つまみをもじ回す 
または 

リモコン VOLUMES ポタンを押す 


0.5 d 己ステップ 


本体 VOLUME つまみを左に◎す 
または 

リモコン VOLUMET ポタンを押す 


最ル 


また、左ちのレベルバランス調整時は設走値を表示します。 
LEVEL TRIM 調整のしかたは 18ぺージを参照してくださ 
い。 

その他、動作に応じ各種メッセージが表示されます。 


⑩ OPERATE インジケーター 

本機の動作状況を表示するインジケーターでず。 

の番号が" 0" の単体動作時はホく点灯します。また、 
F . C . B . S . で複数台を接続した場合、 ID 番号が" 1" のマスター 
のみ赤く 点なしまず。 このインジケーターがホく点なしてい 
ない スレーブの アンプでは、連動ずる機能を操作ずることは 
できません。 

F.C.B.S . について は16ぺージを参照してください。 

保畫回路が動作した時は、ホ<点滅します。 


各部の名称 
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各部の名称 


リモコン 


このリモコンは本機とリモコン受光窓の付いているマランツ 
製スーパーオーディオ CD プレーヤーや DVD プレーヤーを 
コント□-ルすることができまず。リモコン操作によりコン 
卜□ールできる内容が異なる場合もありまずので、組み合わ 
せる機器の取あ説明書わ参照して<ださい。 



田 INPUT SELECT のボタングループ 

再生ずる入カソースを逞択するボタンのグループです。 

回 TONE ボタン 

卜ーン(己 ASS / TREBLE ) コント□ールを ON / OFF するボタ 
ンでず。 


团 ATT ボタン 

音量をワンタッチで殺るアッテネーターボタンです。 
(19 ページ） 

田 VOLUME ボタン 

▲:音量を大き<するボタンです。 

▼:音量をかさくするボタンです。 


固 D 旧 PLAY ボタン 

ディスプレイを点な/消なずるボタンです。 

固 力ーソルボタンのグループ 

トリム調整モードの時 

調整するチヤンネルを違がおよびレベルを調整するボタンと 
して使用します。 


ENTER 
► /R 
◄ /L 
▲ / + 


使用しません。 

Rch のトリム調整を違択するボタンです。 
Lch のトリム調整を違択するボタンです。 
トリム調整レベルを大きくずるボタンです。 


一:トリム調整レベルをルさくずるボタンです。 


トリム調整モードな外の時 

► /◄/▲/▼ / ENTER :マランツ製 DVD プレーヤーなど 
メニュー画面での設定項目を選択するボタンです。 

対応するマランツ製品の操作については20ページの表およ 
び組み合わせるマランツ製品の取扱説明書を参照してくださ 
い。 

团 EXIT ボタン 

をトリム調整が完了し、トリムモードを終了するボタンです。 

图 TRIM ボタン 

各トリム調整を開始ずるボタンです。 （18 ページ） 

F . C . B . S . で複数台を連動動作している場合はトリム調整ずる 
アンプを還択します。 

团プレーヤーなどを操作するボタングループ 

マランツ製スーパーオーディオ CD プレーヤーや DVD プレー 
ヤーなどを操作するボタンのグループです。 

対応するマランツ製品の操作については20ページの表およ 
び組み合わせるマランツ製品の取扱説明書を参照してくださ 
い。 


各部の名称 
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各部の名称 

v. _ 

後面 



〇 PHONO GND 端子 

レコードプレーヤーからのアース線を接続してください。 

み PHONO IN 端子 

レコードプレーヤーに接続する端すです。 

MC および MM 力ートリ、ソジが使用できまずので、ご使用に 
なる力ートリツジに合わせて前面パネルの PHONO MC ボタ 
ンで設定してください。 

0 CD IN 端子 

スーパーオーディオ CD プレーヤーなどの化力端子に接続す 
る端子でず。 

〇 PRE OUT 端子 

他のメインアンプやアクティブサブウーファーの入力端子に 
接続する端子です。 

0 P.DIRECT IN 端子 

パワーアンプダイレクトモードで本機をパワーアンプとして 
使用する場合の入力端すです。他のプリアンプをお持ちの場 
合はこの端子に接続してください。パワーアンプダイレクト 
モード時は、音量を変えることはできません。 

Q SPEAKER SYSTEMS 端子 

スピーカーシステムを接続する端すです。前面パネルの 
SPEAKERS ボタンでスピーカー出I力を ON/OFF することが 
できます。 

BI.AMP モードでは L チヤンネルに入力された信号が両方の 
出力端子に化力されます。 


〇 AMP MODE スイッチ 

STEREO :通常の 2 チヤンネルステレオアンプとして使用 
する時に設定します。 

BI-AMP :コンプリートバイアンプで使用するときに設をし 
ます。 

ステレオコンプリートバイアンプモー ドについては 13 ぺ一 
ジを参照してください。 

〇 F . C . B . S . IN/OUT 端子 

本機を最大 4 台まで接続して連動動作させるときに使用する 
端子でず。使いちおよび接続ちまは F.C.B.S. について （16 
ページ)を参照してください。 

©AC IN 端子 

付属の電源コードで電源コンセントに接続してください。使 
用できる電源電圧は AC100V で 50Hz の地域および 60Hz 
の巧域です。 

⑩ RECORDER 1/2 OUT 端子 

テープデッキなどの録音人力端子と接統する端子です。 r 、 

の RECORDER 1/2 IN 端子 

テープデッキなど録音機器の出力端子に接続ずる端子です。 

巧 LINE 1/2 IN 端子 

チューナーや DVD プレーヤーなどの出力端子に接続する端 、 J 
子です。 


各部の名称 
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基本接続 


オーディオ機器との接続 


全ての接続力す完全に終わるまで、本機や他の機器の電源コードを電源コンセントに差しをまないでください。 

接続コードのプラグは確実に接続端子に挿入してください。不完全な接続は、雑をの原因となります。 

L (左）チャンネルと R (右）チャンネルを正しく接続してください。 

入力と出力は正しく接続してください。 

本機と接続する機器については、機器の取扱説明書を参照してください。 

接続したケーブルを電源コードやスピーカーケーブルと一緒に束ねないでください。雑をが発生することがあります。 


CD プレーャー 


LINE OUT 端子へ 



〇 

i--, 

1 -=- 1 '。 


〇 

1 ;口1 1 1 1〇 


〇 

〇 〇 ◎ 〇 ◎ |〇 



テープデッキなど 


/ \ 

口 

口 

1 〇口 0 1 

II in 

1= i == in] 0000 。一 
f=r°ii°ir°i] 〇 ⑩⑩趣 


LINE IN 端子へ 


ごを意 


基本接続 
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基本接続 


スピーカーシステムとの接続 


お使いになる スピーカーシステムは 本機のリアパネルに記載されたイン ピー ダンスの スピーカーを おず使用してください。 


ごま意 


回路の破損を防止するため、スピーカーコードの芯線同±を接触したり、本機の金属部をに接触させたりしないでください。 



電源力みった状態でスピーカー端子に她れないでください。感電するおそれがあります。 

1 つの スピーカー端子に2本な上のスピーカーケーブルを接続しないでください。本機力砸損するおそれがあります。 

スピーカー端子への接続は極性を間違えずに斤ってください。間違って接続すると信号位相が反転し、再生される音楽は不自 
がになります。 



ス ピー カ- 
L ch 


スヒー カ- 

Rch 


ヴ 

r 

基 

本 

接 

続 

L _ 
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/ \ 

基本接続 

\ ノ 


基本操作 

^ J 

■ スピーカー コー ドの接続 

アンプ操作 


コードの被ふくをが）1 0 mm 剥がします。 


10 mm 


2 . ショート防止のため、コードのな線部分をきつくよじつ 
てください。 




3. スピーカー端子を左方向に回して緩めます。 



4. スピーカー端子の側面しある穴しスピーカーコードのお線 
部分を挿人します。 



5. スピーカー端子をち方向に回して、締めまず。 



バナナプラグとの接続 

バナナプラグを差し込みます。 


ゾ 



電源コードの接続 


付属の電源コードを本機の後面の AC IN 端すじ差し込ん 
でください。 

AC IN 端子 


■電源を入れる 



1 . 接続したオーディオ機器 ( CD プレーヤーなど）の電源を入 
れます。 

2. 本機の POWER ON/OFF ボタンを押しまず。 

■入カ ソースの 選択 
例： CD を再生する 

(本機で操作する場合） 

INPUT SELECTOR つまみをまわして CD を違択します。 

(リモコンで操作する場合） 

リモコンの CD ボタンを押します。 



•CD ボタン 


SPEAKER SYSTEM 端子に接続しているスピーカーをお使 
いになる場合は，前面パネルの SPEAKERS ボタンを押して 
ON [こしてください。 


2 . 電源プラグをコンセントじ差し込んでください。 


基本操作 


基本接続 
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基本操作 


■ 音量を調整する 

前面パネルの VOLUME つまみ、またはリモコンの 
VOLUME ▲/▼ボタンで、お巧みの音量に調節します。 




VOLUMEAT 

ボタン 


音量を上げるには， VOLUME つまみをちに回すか、リモコン 
の VOLUME A ボタンを押します。 

音量を下げるには> VOLUME つまみを左に回すか、リモコン 
の VOLUME ▼ ボタンを押します。 

前面パネルの VOLUME つまみをゆっくり回すと0.已 d 己ス 
テ，ソプで微調整することができ、 VOLUME つまみを早く回す 
と変化量が大きくなりまず。 


■ 一時的に音量を減衰させる 

一時的にスピーカーからの音黄を減衰させることができます。 な 




1. 前面パネルまたはリモコンの ATT ボタンを押すと、出力 
される音量が減衰します。 

2. 再度前面パネルまたはリモコンの ATT ボタンを押ずと 
アッテネーターは解除されます。 

減衰量の設定のしかたは19ぺージを参照してください。 


■ トーンを調整する 

お巧みや部屋の音響に合わせてほ音域旧 ASS ) と高音域 
( TREBL 己を調整することができます。 



V 


TONE ボタン 


卜ーンコントロールつまみ 





トーンを調整ずる前に前面パネルの TONE ボタンまたはリモ 
コンの TONE ボタンを押して ON に設定してください。 

ほ音域を調整ずるには BASS コント□-ルつまみを回しま 
す。 

高音域を調整ずるには TREBLE コント□ールつまみを回し 
ます。 


基本操作 


ゴゴ 








































































応用接続 


P . DIRECT IN 端子の接続 


AV アンプやプリアンプをお持ちの場合は、図のようじ接続ずると本磯はパワーアンプとして使用できまず。 

使用する際> 本磯の前面パネルの P.DIRECT IN ボタンを3秒 W 上押して ON じ設定してください。ディスプレイはパワーアンプ 
ダイレクトモード表示になります。 


プリアンプの使い方については、お使いになるプリアンプの取扱説明書をご覧<ださい。 



パワーアンプダイレクトモードを解除する場合は、前面の P.DIRECT IN ボタンを3秒な上押してください。 

パワーアンプダイレクトモードに設定する際は、プリアンプの電源を切る力\ボリュームをしぼってホら切り替えてください。 


PRE OUT 端子の接続 


パワーアンプをお持ちの場合は、図のように接続すると、本機をプリアンプとしても使用できます。 

パワーアンプとスピーカーシステムとの接続に関しては、ご使用になるパワーアンプの取あ説明書をご覧ください。 



スピーカー 


バワーアンプ 


スピーカー 


ごを意 


応用接続 
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応用接続 


ステレオコンプリートバイアンプ接続 


ヴ- 




1. 2台を F . C . 己. S . 接続し連動動作して使用します。 F . C . B . S . について （1 日ぺージ）を参照し、市販されているモノラルプラグ 
〇モノラルプラグまたはステレオプラグ〇ステレオプラグの接統をしてください。 

2. ID 番号は ID 番号の設定のしかた （17 ぺージ）を参照して設走してください。 ID 1のアンプを操作すると 、 ID 2のアンプが連 
動します。 BI-AMP モードについて （17 ぺージ)を参照して後面パネルの AMP MODE スイッチを BI - AMP 側に設をしまず。 

3. CD プレーヤーなどのアナ□グ出力を2台のアンプの L ch 人力端子に接続します。 

2台のアンプは BI - AMP モードでモノラル-アンプとして動作しますので、各入力端子の R チャンネルは使用しません。 

2台のアンプのフ□ントパネルの SPEAKERS ボタンは ON に設定してください。 


参コンプリートバイアンプについて 

マランツが提唱する音質向上の上級テクニックで、プリアンプ部か6中高音用と低音用のアンプを分離独立し、中高音と低音の干 
涉を極限まで減6ずことができます。これにより、広大な音場空圍の再現を巧能にします。 


コンプリート-バイアンプ接続できるスピーカーシステムはバイアンプ接続に巧応している必要があります。接続する前に 
スピーカーシステムの取扱説明書でご確認、または製造メーカーにお問い合わせください。 


スーパーオーディオ CD プ レーヤー など 



.■巧 


ご注意 


応用接続 
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応用接続 


な 


■ スーパーオーデ イオ CD マルチチヤンネ 
ルオーァ イオの スピーカー 設置について 

スーパーオーディオ CD マルチチャンネルを最良な音場でお 
楽しみいただくには JTU (国際電気通信連合)がをめた規格で 
ある 「 ITU-R BS .775-1 勧告」に準拠したスピーカーシステ 
ム配置をお勧めします。スーパーオーディオ CD マルチチャ 
ンネルディスクは riTU-R BS .775-1 勧告」に準拠したスピー 
力ーシステム函置の時に最良となるようにレコーディングや 
ミキシングがされています。 

• スーパーオーデイオ CD マルチチヤンネルのデイスクに記 
緑されている音声信号は5チャンネル (3 〜6も可能）が基 
本で，日チャンネル目として LFE (サブウーファー用）が記 
緑されていることもあります。 

記録されているチャンネル数はディスクじ表示してありまず。 
• スピーカーシステムの 数は、フ□ント側3 本、 サラウンド 
(リア)側2本、の同タイプ5本が基本です。 

下國のようじ、フ□ント店ち）、センター、サラウンド(左 
ち）のをス ピー カーシステムはリスニングポジシヨンを中ム 
とする円周上に配置します。 

スピーカーシステムの 大きさが異なる時は、アンプ側でを 
チャンネルの音量を調整してください。 

• 図中のサブウーファーの函置は説明のため、仮に图置した 
ものでず。サブウーファーはお部屋の環境に合わせて函置 
してください。サブウーファーの接続や設を方法は、その 
取扱説明書をお読み< ださい。 

♦ ITU (国際電気通信連合） 

ITU は 「International Telecommunication Union (国際電気 
通信連合)」の略で、国際連合 ( UN ) の専門機関の一つです。 
ITU - R はその連合を構成ずる一つの部門で、「無線通信部門」 
です。 

また勃告書の ITU-R BS は"放を業務(音黄）"に関する規格 
で、 ITU-R BS .775-1 はその中で「マルチチャンネル立体音響 
システム」についてをめ6れた規格でず。 






FRONT R/FRONT L stereo 
( ID 1) 
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フロント Lch フロント Rch 

スピーカー スピーカー 


応用接続 
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応用接続 


5.1 ch マルチチャンネル再生をする基本的な接続 


1. 本機3台を使って F . C . B . S . 接続し連動動作させて使用しまず。 F . C . B . S . については1日ページを参照し、市販の接続コード 
を3本用意してください。 

2. 3台のアンプの ID 番号を ID ま号の設定のしかた （ 17ページ）を参照して設定してください。 

ID 1のアンプを操作すると、 ID 2 と ID 3 のアンプが連動して動作しまず。 

3. 5.1 チャンネルアナ□グ出力を持つプレーヤーの出力をそれぞれ3台のアンプに接続します。 

4. 3台のアンプのフ□ントパネルの SPEAKERS ボタンは ON に設定してください。 

5. 後面パネルの AMP MODE スイ、ソチを STEREO 側に設をしてください。 


スーパーオーディオ CD マルチチヤンネルプレーヤなど 




CENTER / SUB-WOOFER stereo 
(ID 2) 






Oh ® 
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ライン入力 
端子へ 


vr 

アクティブサブウーファ- 



■ 1 H 



niz j 

1 

@ 

® 


@J 


ノ 


SURROUND R / stereo 
SURROUND 1(10 3) 


II ■擎 

II □餅 (§)□ 


懲 I 
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雲懲 


畢 


IMPEDANCE;' 
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ritz 
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フロントセンター 
スピーカー 


サラウンド Lch サラウンド Rch 

スピーカー スピーカー 


応用接続 
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応用接続 


F . C . B . S . について 


F . じ B . S . (フ□—ティング'コント□-ル'バス'システム）は最 
大4台までの PM -13 S 2 もしくは PM -15 S 2 をき用のバスラ 
インで結び、双ち向データ通信により連動動作する通信シス 
テムです。 

F . C . B . S . 接続をするには，市販されている両端がミニプラグ 
のオーディオ接続用コードを、接続する PM -13 S 2 もしくは 
PM -15 S 2 の台数分ご用意ください。接続コードは下記2種 
類のどち6でも使用することができます。 

• モノラルミニプラグ〇モノラルミニプラグの接続コード 


PM] 11111 [ 


ステレオミニ プラグ 〇ステレオミニ プラグの接続 コード 



抵抗入り の 接続コードは使用できません ので ご注意くだ 
さ レ、。 

下図は4台の PM -13 S 2 もしくは PM -15 S 2 を F . C . B . S . 接 
続した例です。1番上の ID 番号1のアンプがマスターとなり、 
ID 番号2〜4のスレーブ機器3台全てをコント□—ルします。 
マスターを操作するとスレーブは人カソース、音量、 ATT 機 
自目、ディスプレイ、 I ンコント□-ル ON / OFF の機能が 
マスターに連動します。 


本機を2台使ったコンプリートバイアンプ （13 ページ）、3台 
使った 5. 1 ch マルチチャンネル (14, 15ぺージ）などをあな 
用途で使用することができまず。 

■ PM -11 S 2 との F . C . B . S . 接続 

本機は上級機の PM -11 S 2 と F . C . B . S . 接続しマルチチャンネ 
ルシステムを構成することができます。 

ただし、 PM -11 S 2 は本機よりも上位機能を有していることか 
ら PM -11 S 2 と本機を組み合わせた F . C . B . S . 接続をする場合 
は下記の接続を件をお守リ < ださい。 

• PM -1 に2は1台に限をし、接続する PM -13 S 2 もしくは 
PM -15 S 2 は最大で3台までとする。 

• PM - USZ は ID 1の マスターに 限をし， PM -13 S 2 もしく 
は PM -15 S 2 はの2か6 ID 4のスレーブに限をする。 

接続例は14、15ページの接続例を参照してください。接続 
例のフ□ント L / R チャンネル用のアンプを PM -11 S 2 じ変更 
することで、フ□ントチャンネルの音質向上が期待できまず 
( PM -11 S 2 の取扱説明書も合わせて参照してください）。 

また、この接続例は 5.1 ch マルチチャンネルシステムになっ 
ていますが， 2 ch ステレオで使用したい場合は ID 2と ID 3 
のアンプの電源を OFF ずると PM -11 S 2 単独で使用ずるこ 
とちできます。 


F . C . B . S . 接続した複数台のアンプの電源を ON / OFF する場合は、の番号の小さいアンプから順に電源を ON にして、 ID を号 
の大きいアンプから順に電源を OFF してください。 



ごミま意 


応用接続 
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応用操作 


ID 番号の設定のしかた 


本機をステレオアンプとして1台で単独使用する場合は ID 
番号を"0’’ に設定してください（お買い上げ樹ま "0" に設定さ 
れています）。 


ID 番号が" 0" な外では単独使用できません。 

ID 番号は電源お人するとディスプレイに約3秒闇表示されま 
ず。 


複数台接続して連動動作させる場合は、それぞれのアンプを 
識別するために ID 番号を設定します。 

複数台を集中コント□ールずるアンプの ID を" 1" に設定しま 
す 。 ID "1" に設定したアンプを r マスター」と呼びます。 
r マスター」に連動して動作するアンプを「スレーブ」と呼び> 
ID 番号が重複しないように" 2" 〜 "4" の ID 番号を設をしまず。 


INPUT SELECTOR つまみ 


D 旧 PLAY ボタン 



BI-AMP モードについて 


本機を2台使用して、コンプリートバイアンプ接続をずるた 
めの BI - AMP (バイアンスモードを搭載しています。 
コンプリートバイアンプはマランツが提ました音質を向上さ 
せる上級テクニックでず。バイアンプ対応のスピーカーシス 
テムをプリアンプ部から分離し、高音/ほ音それぞれのス 
ピーカーユニットをドライブするものです （13 ページの接続 
例も合わせて参照してください)。 


m 


11 

I BI.AMP 
STEREO 

リ アパネルのモー ドスイッチを BI - AMP 側にするとバイアン 
プモードになります。 

バイアンプモードは、 L チヤンネルに人力された信号がイン 
プットセレクター部か6左ちのボリュームアンプに伝送され 
ます。 

下図はステレオモードとバイアンプモードの表示例です。 


ステレオモード 


バイアンプモード 


次の手順で ID 番号を設をして<ださい。 


MODE スイツチは必、ず電源を OFF した状態で切換えて 
ください。電源を再巧入することで設定が有効になりま 
す。 

バイアンプモード時は R チヤンネルの入力端子は使用で 
きません。 

バイアンプモード時は L チヤンネルに入力された信号が 
両方のチヤンネルに出力されるため 、 RECORDER OUT 、 
PRE OUT、PHONES OUT は L チヤンネル、 R チヤンネル 
共に同じ信号が出力されます。 


1.D に PLAY ボタンを押しなが6 POWER ON/OFF スイ、ソ 

チを押します。 


2. INPUT SELECTOR つまみを回して ID 番号を違択しま 
す。 


設定が終了した6電源を OFF して<ださい。電源を再投入 
すると設をが有劾になり、この設走は記憶されまず。 


ご注意 


ごま意 


応用操作 
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応用操作 


LEVEL TRIM 調整のしかた 


レベルトリム調整とは左ちの音量バランスを調整する機能で 
す。 

レベルトリム調整はリモコンで操作します。 

TRIM ボタン：トリム調整の開始およびトリム調整するア 
ンプを違択します。複数台を連動して使用 
している場合は、 ID 番号のかさいアンプの 
順にトリム調整を行います。 

EXIT ボタン：トリム調整の終了 
▲ :トリムレベルを上げる力ーソルボタン 

▼ :トリムレベルを下げる力ーソルボタン 

► : R チャンネル逞択する力ーソルボタン 

ィ : L チャンネル違択する力ーソルボタン 

ENTER ボタン：使用しません。 


左ちの音量を 0.5 dB ステップで O.Od 己から一 9.0 dB の範囲 
で調整ずることができます。工場化荷時は O.OdB 撮ガに該 
定されています。 

1 .TRIM ボタンを1回押ずとレベルトリムモードになりま 
す。 


2. 点滅している左側の "0.0" は L チヤンネルのレベルが 
調整できることを示しています。▲または▼の力ーソ 
ルボタンで L チヤンネルのレベルを設定します。 


TRIM ボタン 
EXIT ボタン 



ボタン 


3. ►を押すとち側の "0.0" が点滅しまず。点滅している 
ち側の "0.0" は R チヤンネルのレベルが調整できるこ 
とを示しています。 ▲ または▼の力ーソルボタンで R 
チヤンネルのレベルを設をします。 


4. 引き続きの " 2 " (スレーブ）のレペルを調整ずる場合 
はわう一度 TRIM ボタンを押して上記の1〜3の手順 
でレベルを設定してください。もう一度 TRIM ボタンを 
押ずと同様に ID "3" の調整ができまず。 

5. レベル調整を終了する場合は EXIT ボタンを押してくだ 
さい。 


応用操作 
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応用操作 


ATT (アツテ ネータ ー) 機能 


ATT ボタン 



ATT はワンタッチで音量を絞る機能でず。 

本体またはリモコンの ATT ボタンを押すと、音量が減衰しま 
す。 


1. 本体またはリモコンの ATT ボタンを押すと、 ATT の文 
字が点滅する表示に変わり、音量がかさくなります。 
もう一度 ATT ボタンを押すかボリュームをアップダウ 
ンするとアッテネーターが解除し、元の音量に戻ります。 



2. ボリュームが 一 m (最小）になっている時に ATT ボタ 
ンを押すと約3秒圍下の図のように表示が変わり、アツ 
テ ネーターは 動作しません。 



■ 減衰量の設定のしかた 

ミ咸衰量の設定は本体の ATT ボタンのみ巧能です。 

ミ威衰量は一 20 dB 、一40 dB 、 一 〇〇 のい ずれ かを 設をするこ 
とができます。 

工場出荷時のミ咸衰量は一 20 dB に設定されています 

1. 本体の ATT ボタンを2秒じ(上押します。 

ディスプレイはミ咸衰量表示に変わります。 



2. 本体の ATT ボタンを押す度に減衰量の設を値が変わり 

まず。 (7 



3. ホ望ずるお衰量表示の状態で約2秒圍操作がなければ減 
衰量が殖定します。確走するとディスプレイは音量表示 
に戻ります。 


イルミネーシヨンランプの設定の 
しかた_ 


D 旧 PLAY ボタンイルミネーシヨンランプ 



イルミネーションランプは連動点なモード（お買い上げ時）と 
常時消灯モードを違択することができます。 

連動点灯モード時はディスプレイに連動して点な/消灯しま 
す。 

1 . イルミネーションランプが点なしている状態で 
D I SPLAY ボタンを3秒 W 上押ずとイルミネーションラ 
ンプは消え、常時消好モードに設をされまず。 

2 . 常時消灯モードを解除してイルミネーションランプを点 
なさせるには、もう一度 D に PLAY ボタンを3秒じ(上押 
します。 


イルミネーシヨンランプの設定はリモコンでは変更でき 
ません。 


ご注意 


応用操作 
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応 

用 

接 

作 



1 . ソースボタンを押してリモコンを操作したいソース機器のモードに切り替えます。 

2 . t (下の表を参照し、を操作ボタンを押してソース機器を操作します。 

• 各 ソース 機器の詳細な操作については各 ソース 機器の取扱説明書を参照して下さい。 
• 一部の ソース 機器は本リモコンか6操作できないことがあります。 


CD プレーャー 


チューナー 



ボタンの名称 

機有目 

OPEN/CLOSE 

ディスクトレイのオープ 
ン/クローズ 

SOUND MODE 

スーパーオーディオ CD 
のサウンドモード選が、 
スーパーオーディオ CD 
/CD の選が 

► 

プレイ（再生） 


トラックスキップ 
(曲のろ台め/前の曲へ房る） 

►►I 

トラックスキップ 
(かの曲へ進む） 

◄◄ 

早戻しサーチ 

►► 

早送りサーチ 

II 

ポーズ(一時停止） 

■ 

ストップ(停止） 

RANDOM 

ランダム再生 

SCAN 

AMS 再生 

REPEAT 

リピート再生 

MENU 

クイックリプレイの設を 

ENTER 

クイックリプレイ開始 



ボタンのを称 

機能 

SOUND MODE 

才ートステレオ/ 
モノラル切替 


プリセツト局の選択 

►►I 

プリセツト局の選択 

◄◄ 

チューニング（周波数） 
ァップ 

►► 

チューニング（周ぶ数） 
ダウン 

SCAN 

プリセツト局のスキャン 

TOP MENU/AM/A 

AM 放送切替 

RETURN/FM/B 

FM 放送切替 


DVD 



ボタンの名称 

機有目 

OPEN/CLOSE 

ディスクトレイの才ープン/クローズ 

SOUND MODE 

音声切換え 

► 

プレイ（再生） 


トラックスキップ 
(曲の始め/前の曲へ戻る） 

►►I 

トラックスキップ 
(夕の曲へ進む） 

◄◄ 

早戻しサーチ 

►► 

早送りサーチ 

II 

ポーズ(一時 停止） 

■ 

ストップ(停止） 

RANDOM 

ランダム再生 

SCAN 

サーチの種類を選が 

REPEAT 

リピート再生 

TOP MENU/ 
AM/A 

最初のメニュー画面を表示 

RETURN/FM/B 

前のメニュー画面に戻る 

MENU 

メニュ 画面を表不 

ENTER 

選択した項目をホを 

▲ / + 

力ーソルを上に移動 

▼ /- 

力ーソルを下に移動 

◄ /L 

力ーソルを左に移動 

► /R 

力ーソルを右に移動 
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困ったときは 


本磯が正しく動作しなしづ夏合は、下記の表に示ず項目をご確認ください。 

下記の項目をお認しても直6ない場合は、直ちに電源コードをコンセントか6おき、お買い上げいただいた販売店、当社のお客様 
ご相談センター> またはサービスセンターにご相談ください。 


全般 


現象 

原因 

処置 

参照ページ 

電源が人6ない。 

電源コードが正しく接続されていない。 

電源コードを本体にしっかり差し化んでく 
ださい。 

10 

電源プラグをコンセントへしっかり差し込 
んで < ださい。 

10 

リモコンで本機の操作がで 
きない。 

電油が消耗している。 

新しし^電池に交換してください。 

3 

リモコンの動作節囲か6外れている。 

リモコンの動作範囲を参照して、動作範 
囲でご使用ください。 

3 

本機とリモコンの商に障害物がある。 

障害物を取り除いてください。 

3 

本機の受光部に強い光が当たっている。 

受光部に強い光が当た6ないようにして< 
ださい。 

3 

スピーカーから音が止!ない。 

スピーカーの接統が不完全である。 

本機とスピーカーとの接続を確認してく 
ださい。 

9 

入カケーブルの接続が不完全である。 

本機とソース機器 ( CD プレーヤー等）との 
接続を痛認してください。 

8 

インプットセレクターの位置が不適当で 

ご使用のソース機器に D プレーヤー等） 
を接続した入力端子にインプットセレク 
ターの位置を合わせてください。 

10 

ボリュームが絞ってある。 

ボリュームを調をしてください。 

11 

SPEAKERS ボタンが OFF になっている。 

SPEAKERS ボタンを押して ON にしてく 
ださい。 

4 

P.DIRECT IN ボタンの設定が間違っている。 

P.DIRECT IN 端子をお使いの時はボタン 
を3秒じ(上押してパワーアンプダイレク 
トモードに設定してください。 

7 

ミュート機能が動作している。 

表示部に" ATT " が表示されているときは、 
本体またはリモコンの ATT ボタンを押す 
か、またはボリュームをアップダウンさせ 
てアッテネーター機能を解除してください。 

11 

保護回路が動作している。 

一旦電源を切り約1分後に再度電源を入 
れてボリュームをもう一度調整してくだ 
さい。 

23 

左ちの音の大きさが異な 

左ちの音量調整 (LEVEL TRIM ) の設定:値 
が左ちで異なっている。 

トリム調整を左ち共に0に設走し、両チャ 
ンネルか5音が化ている事をお認してか6 
再調整して下さい。 

18 

左ちの音が入れ替わってい 

左ちのスピーカーまたは左ちの入力 
コードの接統が逆になっている。 

本機とスピーカーまた、本機とソース機 
器 ( CD プレーヤー等）の接続が左ち正しい 
かお認してください。 

9 

音がステレオにな6ない。 

後面の MODE スイ、ソチが" BI - AMP " に設 
定されてし''る 0 

一度電源を切り MODE スイ、ソチを 
" STEREO " に設定して電源を再お人して 
正しく設定してください。 

17 


各部の名称 


基本接続 


基本操作 


巧用接続 


あ用操作 



その他 
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PHONO 


エラーメツセー ジ 


困ったときは 


現ま 

原因 

処置 

参照ぺージ 

エラーメッセージげ表示さ 
れている。 

F . C . B . S . の設定!を闇違えている。 

F . C . B . S . の ID 番号を正しく設定:して<だ 
さい。 

17 

保畫回路が働いている。 

保畫回路についてを参照してください。 

23 


現象 

原因 

処置 

参照ページ 

レコード演奏中にノイズが 
化る。または音が化ない。 

レコードプレー中一からのアース線が外れ 
ている。 

お使いのレコードプレーヤーのアース線が 
本機の PHONO GND 端子へ接続されて 
いるか磕認してください。 

8 

PHONO 人力端子の接続が不完全である。 

お使いのレコードプレーヤーの化力が本機 
の PHONO 入力端すじ正しく接続されて 
いるか殖認してください。 

8 

レコードプレーヤーの近くにテレビなどが 
あり影響を受けている。 

設置位置を変えてみてください。 

— 

PHONO MC ボタンの設定:が、お使いに 
なるカートリツジと合っていない。 

MC カートリッジをご使用される時は 
PHONO MC ボタンの設定:を MC 1こ合わ 
せて下さい。 

4 

レコード演奏中に音量を上 
げると八ウリング現象を起 
こす。 

レコードプレーヤーとスピーカーがおすぎ 

る。 

できるだけスピーカーと離して設置してく 
ださい。 

— 

レコードプレーヤーの台や床が振動してい 
苗。 

レコードプレーヤーにインシュレーターが 
ない場合は市販のインシュレーターを使 
用して < ださい。 

— 


各部の名称 


基本接続 


基本操作 


お用操作 



その他 


応用接続 
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困ったときは 


保護回路について 


本機にはアンプ回路およびスピーカーシステムを破損から保 
護する「保畫回路」を搭載しています。 


参電源投入時 

電源投入時アンプ回路が安定ずるまでのお8秒闇、保畫回路 
が働きミューティング状態になります。その後、アンプの回 
路が安をすると1呆畫回路を絕除し音が化る状態になります。 


参過大な電流が流れたとき 

過大な信号が人力されアンプ回路に過大な電流が流れたとき 
やインピ ー ダンスが4 Q 未満のスピ ーカー シス了ムを接統し 
て使用したときなど、設走じ(上の電流をお化した場合に保護 
回路が働きます。誤ってスピー カーコー ドを シヨー トしたと 
きにも保畫回路が働きます。 

参過大な超低域の信号が入力されたとき 

設定 W 上の過大な超低域信号が入力された場合わ保畫回路が 
働きます。 


参メインアンプが加熱したとき 

過大な信号を人力された状態で連続使用した場合などメイン 
アンプ部の温度が設走 W 上の温度になると保護回路が働きま 
す。また、天面の通風そしを塞いで使用した場合や狭いラック 
に入れての使用した場合にわ設走 W 上の温度になると保護回 
路が働きます。 

この様なときは、表示部に PROTECT の文字が点滅し自動 
的にボリュームを下げます。そしてお8秒後に保護回路は絕 
除しますので音量を再調整してください。 

また異常が継続した場合、自動的に本機の電源を OFF し、 
OPERATE インジケーターが点滅します。 （1 砂闇に約2回 
点滅） 

このときは一旦電源を切ってお1分後に電源を再お人して< 
ださい。 


■アンプが故障したとき 

アンプの電源回路に異常をお化した場合は保畫回路が働きア 
ンプの電源を自動的じ OFF します。また、内部のヒユーズ 
が切れた場合も保畫回路が働きアンプの電源を OFF しまず。 
このとき OPERATE インジケーターが点滅します。 （1 秒圍 
に8回点滅） 

一旦電源を切つて数分待つてか6再お人して<ださい。再お 
人してちディ スプレイが点なせず OPERATE インジケーター 
が点滅している状態の場合は本機が巧障していることが予測 
されます。 

その様なときは、直ちに電源コードをコンセントか6抜き， 
お買い上げいただいた販売店、当社のお客様ご相談センター> 
またはサービスセンターにご相談ください。 


■ エラー メ ッセー ジについて 

本磯を複数台使用して F . C . B . S . 連動動作をした場合、ディス Q 

プレイに下表のようなエラーメッセージが表示されることが 
あります。このような場合はの番号の設定やリモートケープ 
ルの接続に聞題がありまずので> 下表を参考にして ID 番号や 
リモートケーブルの接続を確認してください。 ID 番号の詰を 
は ID を号の設定のしかた （17 ページ)を参照してください。 



表示 

意巧 

対策 

1 

ERROR 02 

ID 番号 2 のアンプ 
が重複していまず。 

ID 番号が重複しないよう 
じ ID 番号を設定してくだ 
さい。 

2 

ERROR 03 

ID 番号3のアンプ 
が重複しています。 

3 

ERROR 04 

ID 番号4のアンプ 
が重複しています。 

4 

ERROR 11 

ID 番号2〜4のア 
ンプがの番号 T の 
アンプと通信でき 
ません。 

ID 番号1のアンプに電源 
が入っていない塌合は電源 
を入れてください。 

リモートケーブルが正しく 
接続されているか磕認して 
ください。 

5 

ERROR 12 

ID 番号1のアンプ 
が ID 番号2〜4の 
アンプと通信でき 
ません。 

ID 番号1のアンプが重複 
している場合は ID 番号を 
正しく設をしてください。 
リモートケーブルが正しく 
接続されているか磕認して 
<ださい。 



ヴ 
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(単位； mm ) 

• PM-13S2 



定:格化力に日 Hz -20 kHz 両 ch 同時驅動） 

(8 0負荷） . 90 Wx 2 

(4 0負荷） . 140 Wx 2 

へ、ソドホン定格化力 (32 0負荷） . 120 mWx 2 

全高調波歪率 (2 日 Hz -20 kHz 両 ch 同時 I 駆動、8 Q 負荷） 

. 0.05 % 

化力帯域幅 (8 0負荷、0.05 %) . 5 Hz -40 kHz 

周波数特性 ( CD 、1 W 、8 Q 負荷） . 目 Hz 〜10日 kHz 

ダンピングファクター(8 0負荷、20 Hz -20 kHz )........ 100 

入力感度/人カインピーダンス 

PHONO MC . 270 uV /100 0 

PHONO MM .2.7 mV /47 kO 

CD/LINE .240 mV /20 kO 

P.DIRECT IN .1.7 V /20 kO 

化力電圧/化カインピーダンス 

PRE OUT .1.7 V /220 Q 

PHONO 最大許容人力 （1 kHz ) 

MC .15 mV 

MM .150 mV 

RIAA 偏差に 0 Hz 〜 20 kHz ).±0.5 dB 

S / N 比 (IHF A ネットヮーク、 1 W 、8 Q 負荷） 

PHONO MC (0 .目 mV 人力) .75 dB 

PHONO MM (5 mV 入力） .86 dB 

CD/LINE (500 mV 入力） .89 服 

卜ーンつント□-ル . 

BASS (50 Hz ). ±10 dB 

TREBLE (20 kHz ).±10 dB 

電源電圧 . AC 100 V .50/60 Hz 

消費電力 ( J 6006 5).220 W 

本機の仕様および外観は改良のため予告な < 変更ずること 
がありますのでご了承<ださい。 


その他 

仕様 II が観寸法図 


ブブブ 


00寸 


11111 


量 

g 

宣 

量 

量 


S 

S 

g 

宣 

貢 












11111 



1 





1 




量宣宣 i 
量宣言一 
11 
■言 I 

置—|己 

Mil 

量！11置 
1 
lii 言 i 
ini ! 冒 

ii 言 i 言 i 
量言 I 冒 
1 
1 
ill 宣 



巧一. 


送一. 











〇 

◎ 

感 

© 

◎ 

〇 

5 

〇 

) 

© 

© 

◎ 

感 

感 

〇 


Sr 


その他 


24 - 


質量： （ PM-13S2) 20 ka/ (PM-15S2) 18.5 kg 









































































































その他 


お手入れ 


• 本機がミちれた時は柔6かい布でか6ぶきしてください。ミち 
れがひどい時は食器用洗剤を5〜6倍にうすめ、やわ6か 
い布に浸し、固く絞って汚れをふきとったあと、乾いた布 
でからぶきしてください。 

• アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤など揮発性のも 
のがが着すると塗装がはげたり、光がが失われることがあ 
りますか6絶対にご使用じならないでください。また、化 
学ぞうきんでこすったり、長時圍接触させたままにしてお 
きますと変質したり、塗料がはげたりすることがあります 
のでごを意ください。 


ステレオ音のエチケット 


楽しい音楽も時と場所によっては気になるものです。隣お所 
への 配慮(思いやり）を十分にいたしましょう。 

ステレオの音量はあなたのムがけ次第で大きくも小さくもな 
りまず。特に静かな夜聞にはかさな音でも通りやすいもので 
す。巧園の音楽観賞には特に気を配りましょう。窓を閉めた 
り、ヘッドホンをご巧届になるのも一つのちまです。お互い 
にムを函り、1央し^生活環境を守りましょう。 

ながの 


■へッドホンのご使用について 

へ、ソドホンの音量が大きずぎると、ちを傷めることがありま 
ず。音量が大き<な6ないようを意してください。 


保証.アフターサービスについて 

1 . この商品には保証書を別途添付してあります。 

保証書は r 販売店印'保証期围」をご確認の上、販売店か 
6お受け取りいただき、よくお読みの上、大切に保存し 
てください。 

2 . 本体の1呆証期闇はお買い上げ日より1年園です。 
お買い上げ販売店又は当社サービスセンターで保証記載 
事項に基づき r 無料修理」致します。 

3. 保証期聞経過後の修理について。 

修理によって機能が維持できる場合は、お客様のご要望 
により有料修理致しまず。 

4. 当社はこの製品の補修用性能部品を製造巧切後最低8年 
闇保有しています。 

5. 補修用部品の詳細-ご磨答-ご転居等アフターサービス 
についての不明な点は、お買い上げ販売店または当せサー 
ビスセンターに遠慮なくご柜談ください。 

6. 修理を依頼される際には、お手数ですがもう一度"困った 
ときは"をご参照の上よ<お調ぺ<ださい。それでも直6な 
い時は、をず電源プラグを抜いてか6、お買い上げ販売店 
または当せサービスセンターにご連絡ください。 

ご連絡いただきたい内容 

1) 品名 インテグレーテッドアンプ 

2) 品番 PM-13S2/PM-15S2 

3) シリアルナンバー（製造番号） 

4) お買い上げ日年月日 

5) 巧障の状ミ兄（できるだけ具体的じ） 

6) ご住所 

7) お名前 

8) 電話番号 

V _ J 


その他 
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お客様ご相談センター 


巧 （03) 3719-3481 

ご相談受付時間 

9 : 30 - 12 : 0013 ： 00- 17 ： 00 
(±日祝日当社休日を除く） 


修理に関しましては添かの 「製品のご相談と修理-サービス窓口のご案内」 をご覧くださし、。 


株式会社マフンツコ ンシュ-マ-マ-ケティング 


当社の最新情報をインターネット上でご覧下さい。 

http://www.nnarantz.jp 
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